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 ＜「しおり」用の切り絵　「ツクシ」＞２００４年１月１日　掲載







[image: pho501]
　今年の「リハビリで作った物」のページには、当分、「しおり」用の切り絵を掲載します。

　一番始め、季節は早いけれど、「ツクシ」を掲載します。 「ツクシ」は、過去に掲載したことがあります。以前デザインしたときに、白黒でも完成することを考慮 してあります、色紙を貼らないで、白黒でもよいと思います。挑戦したい人は、メールをください。 原画を送ります。住所・氏名を書いてあるなら、私がプリントアウトした物を送ります。メールでか原画を 送る事も出来ます。なお、今回の掲載に際しては、ほんの一部デザインを変更しました。

 　デザインした原画をプリンターで印刷したものを、Ｂ4の黒画用紙を８等分にした物にホッチキスで とめます。

　切る時は、紙が動かないように文鎮を置いておきます。健常者なら、左手(もしくは、右手)で押さえる ことができるが、私は左手しか使えませんので、文鎮を使います。この方法は、 名古屋市リハビリテーションセンターで教えてもらったものです。
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　「ツクシ」の場合は、胞子の部分とハカマの細い線(黄色の丸の部分)に気をつけることが重要です。
　切る順番は、胞子の部分から切ると良いと思います。胞子の部分は、上から順番(赤い矢印)に切ることが よいと思います。小さい四角(三角)が多くあるから、慎重に切ることが肝要です。隣との境を切ると胞子の 部分がつながってしまうから、胞子の部分の一部がなくなってしまいます。それで、始からやり直すことが 必要になります。
　三本あるツクシの胞子の部分を切ったら、空（そら）の部分にあるジクとハカマの内側を切ります。 それから、空の部分を切ります。後は、上から順番に切ります。

　切り終ったら、原画を取り除き、障子紙に絵具で着色した色紙を貼り付けます。胞子は、一枚の色紙で 貼ります。一番短いツクシの胞子は、着色に工夫しています。緑から黄色に変化するようにしています。
　ツクシが完成したら、草の部分を貼ります。私は、一度に全面を貼らにいで、４つに分けて貼りました。 この草の着色にも工夫しています。黄色の上に緑色が重ねています。しかも、緑色にむらをつけています。 そうすることで、絵の深みが出ると思います。
　最後に、薄い青の画用紙を全面に貼ります。白黒で完成する人は、白い画用紙を貼るとよいと思います。 切ったままでは、「しおり」としての実用性がなくなると思います。

　写真では、リボンをつけていませんが、「しおり」として使うには、やはり「リボン」をつけることが 必要と思います。

　次回は、「ウメ」を載せる予定です。この「ウメ」は、葉書版の物から、「しおり」用に作り変えた物 です。
















＜「しおり」用の切り絵　「コウバイ」＞２００４年２月１日　掲載







[image: pho510]
　今月は、栞(しおり)用の「ウメ」を掲載します。
　「ウメ」は、葉書版のを作って、掲載したことがあるが、その版を参考にして、栞用の物を作りました。

 　いつものように、プリンターで印刷した原画を、黒画用紙にホッチキスで止めて切ります。
　切る時は、紙が動かないように文鎮を置いておきます。健常者なら、左手(もしくは、右手)で押さえる ことができるが、私は左手しか使えませんので、文鎮を使います。この方法は、 名古屋市リハビリテーションセンターで教えてもらったものです。

　「ウメ」の場合は、下から順番に切るよいと思います。その場合、「おしべ」の部分の切り方に気をつける ことが肝心です。一番下にある花の場合、図のように切りました。まず、「おしべ」の根元から切ります。 その場合、おしべの長さより少し長めに切ると作業がしやすくなります。隣のおしべを切る場合、始めの おしべの切り始めと同じ位置から切ることが肝心です。全部のおしべを切り終わったら、茶色の部分を 切ります。最後に、青い色の線を切るとほぼ完成です。それから、花びらの内側を切ります。それから、 花と枝の境を切ります。そうして、余分な部分を切ります。それから、別の花を切ります。
他の花を切るときも、同様に切ります。花が複数あるところは、中側の物から切るとよいと思います。
[image: pho515]
　切り終ったら、原画を取り除き、障子紙に絵具で着色した色紙を貼り付けます。今回は、「コウバイ」に したいから、赤色と白色の絵の具を混ぜて使いました。絵の具で着色する時には、ボンドを混ぜて色移りを 防止しています。

　最後に、薄い青の画用紙を全面に貼り、余分をカッターで切りとり完成です。

　写真では、リボンをつけていませんが、「しおり」として使うには、やはり「リボン」をつけることが 必要と思います。
















＜「しおり」用の切り絵　「カーネーション」＞２００４年３月１日　掲載
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　「カーネーション」は、以前、掲載したことがあるかも知れません。デザインも以前の物とほとんど 変わりません。

 　作り方は、いつものように、プリンターで印刷した原画を、黒画用紙にホッチキスで止めることから 始めてください。黒画用紙は、Ｂ４の画用紙を８等分した物を使います。
　切る時は、紙が動かないように文鎮を置いておきます。健常者なら、左手(もしくは、右手)で押さえる ことができるが、私は左手しか使えませんので、文鎮を使います。この方法は、 名古屋市リハビリテーションセンターで教えてもらったものです。

　「カーネーション」の場合は、上から順番に切るよいと思います。難しいところはほとんど無いと 思います。ただ、花びらの凹凸は、細工用カッターナイフの刃は、新しい物でないとうまく切れない 恐れがあります。ほかの物でも、１枚切ると刃は、交換することにしています。
　ただし、周りが無い物を切るときは、注意が必要です(図参照)。図の葉の場合、葉の周りの 線を切り、後からその他の線を切るよう するとよいでしょう。花びらでも、同様に切るとよいでしょう。
[image: pho520]
　切り終ったら、原画を取り除き、障子紙に絵具で着色した色紙を貼り付けます。花びらは、赤色と白色の 絵の具を混ぜて使いました。絵の具で着色する時には、ボンドを混ぜて色移りを防止しています。「がく」は、 緑色と黄色を混ぜました

　最後に、薄い青の画用紙を、裏から、全面に貼り、余分をカッターで切りとり完成です。

　写真では、リボンをつけていませんが、「しおり」として使うには、やはり「リボン」をつけることが 必要と思います。
















＜「しおり」用の切り絵　「ハクモンレン」＞２００４年４月１日　掲載
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「ハクモクレン」は、栞用「モクレン」として、過去に掲載したことがあると思います。そのときとデザイン も同じ物です。

 　作り方は、いつものように、プリンターで印刷した原画を、黒画用紙にホッチキスで止めることから 始めてください。黒画用紙は、Ｂ４の画用紙を８等分した物を使います。
　切る時は、紙が動かないように文鎮を置いておきます。健常者なら、左手(もしくは、右手)で押さえる ことができるが、私は左手しか使えませんので、文鎮を使います。
[image: pho530]
　「ハクモクレン」の場合は、真ん中にある「花」に「ささえ」がないので、注意することが必要です。
　まず、花びらから切り始めます。花びらの内側の線を切ります。その場合、小さい花びら(２枚)を 切ります。そして、大きい花びら(３枚)を切ります。花びらの内側が切れたら、外側は、そのままにして、 蕾・茎の内側を切ります。

　それがすんだら、余白のところ（図参照）「ア」のところを切ります。小さい花びらのところから 切ります。(赤い線)
　赤い線が切れたら、緑の線を切ります。その場合は、定規をあてて切ると直線がきれいに切れると 思います。あと、「イ」「ウ」「エ」と同様に切ります。 　切り終ったら、原画を取り除き、障子紙に絵具で着色した色紙を貼り付けます。花びらは、白色の 絵の具を使いました。絵の具で着色する時には、ボンドを混ぜて色移りを防止しています。花びらの 付け根が少し緑がかかる様にするため着色に工夫しています。茎は、茶色の色紙を使います。

　最後に、薄い青の画用紙を、裏から、全面に貼り、余分をカッターで切りとり完成です。

　写真では、リボンをつけていませんが、「しおり」として使うには、やはり「リボン」をつけることが 必要と思います。
















＜「しおり」用の切り絵　「バラ２」＞２００４年５月１日　掲載







[image: pho545]
　「バラ」は、葉書版の物を掲載したことがあります。その時の物を「しおり」用に作り直しました。 作りたい方は、原画を送りますので、メールをください。

 　作り方は、いつものように、プリンターで印刷した原画を、黒画用紙にホッチキスで止めることから 始めてください。黒画用紙は、Ｂ４の画用紙を８等分した物を使います。
　それが済んだら。切り始めます。葉書用と比べて、線が細い所があるので、十分注意して切ってください。 葉書版より細かい所が多いので、「ハクモクレン」と比べて、数倍の時間がかかります。
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　切る時は、上から順番にするとよいでしょう。
　具体的に書くと、まず花から始めます。小さい花びらから切り始めました(ア )。花の中を切り終わったら、花に続く茎の部分を切り取ります(イ)。それが済んだら花びらに挟まれた余分なところを切ります(青い線→緑の線)。それから、花の周囲を 切り取ります(Ａ→Ｂ)。
　今度は、蕾の部分を切ります。それが済んだら、葉の部分を上から順番に切ります。
　切り終ったら、原画を取り除き、障子紙に絵具で着色した色紙を貼り付けます。絵の具で着色する時には、 ボンドを混ぜて色移りを防止しています。花の部分は、花びらごとに別々に貼りました。色の濃淡を生かす ためです。蕾は、一枚で貼りました。葉の部分も一枚つづ貼りました。
　最後に、薄い青の画用紙を、裏から、全面に貼り、余分をカッターで切りとり完成です。

　写真では、リボンをつけていませんが、「しおり」として使うには、やはり「リボン」をつけることが 必要と思います。
















＜「しおり」用の切り絵　「ハナショウブ」＞２００４年５月２５日　掲載
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　今回は、「ハナショウブ」を掲載します。この「ハナショウブ」は、 私が「しおり」用の切り絵を作り始めたときに作った物を、ほんの一部修正した物です。
[image: fig300]
 　原画をホッチキスで止めることは、いつもの通りです。
　切る順序は、花の内側、葉の内側を切ったら、後は、上から順番にします。
　線を切るときは、一本の線は、途中でやめて、２・３度に分けると、切った後が汚くなるので、ゆっくり なスピードでもよいから一度に切ることが大切です。
　線が別の線に交叉するときは、出来るだけ幅を揃えることが、大切です。(図参照)　そうしないと、 作った物が汚くなってしまします。
　切れたら、障子紙に絵の具で着色した色紙を貼ります。花びらは、紫色。葉は、緑色。そして、水面は、 薄い青色で。いずれも、着色したときに出るむらを生かして貼ります。
　色紙で貼れたら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。最後に、リボンをつけて完成します。

　「ハナショウブ」は、簡単です。作りたい方には、原画を送ります。メールをください。
















＜「しおり」用の切り絵　「ユリ」＞２００４年７月１日　掲載







[image: pho310]
　今回は、「ユリ」を掲載します。この「ユリ」も、 私が「しおり」用の切り絵を作り始めたときに作った物です。

 　原画をホッチキスで止めることは、いつもの通りです。
　切る順序は、やはり、花のところから切ります。まず、めしべの柱頭の小さい○を切ります。次は、 おしべの細い隙間を切ります。(図の赤線)
[image: fig310]
　花のＡの部分を切ります。 (図参照　薄い青→黄色→ 緑色→茶色→その他という順番で切るとよい)　次にＢを切ります。切る順番は、 Ａの場合と同様にするとよい。Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆという順番で花を切っていくとよいと思います。 (ＣとＤは、二つありますが、どちらを先に切って良いと思います。)
　花が切れたら、蕾の内側を切ると良いと思います。次に、葉の内側を切ります。最後に、上から順番に 余分の所を切ります。
　切れたら、障子紙に絵の具で着色した色紙を貼ります。花びらは、少しクリーム色にした白色。 葉は、緑色。
　色紙で貼れたら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。最後に、リボンをつけて完成します。

　「ユリ」は、「ハナショウブ」と同様簡単です。作りたい方には、原画を送ります。メールをください。
















＜「しおり」用の切り絵　「アジサイ」＞２００４年８月１日　掲載







[image: pho320]
　今回は、「アジサイ」は、葉書用の物は、掲載したことがありますが、栞用の物は無かったので、 新しく作りました。紫陽花の花の季節は、済んでいますが、それでも新しくデザインしましたので掲載 することにしました。デザインは、葉書用の物を参考してしています。

　原画をプリンターで印刷して、その原画をホッチキスで止めることから始めます。
　切る順序は、下の方から切ると良いと思います。ただし、花の芯の部分の小さい 丸は、先に切ることが必要です。そうしないと、小さい丸を切ることが出来なくなってしまう 恐れがあります。
　下から切る事にしますから、葉から切ることになります。向かって左側にある余白は、葉を切ってからに するとよいと思います。
　次に、花の部分に移ります。下から順に切るようにします。「小さい丸」は、先に 切ってあることを確認してからにします。花の部分が済んだら、上の葉、余白を切ります。

　切り終わったら、自作の色紙(いろがみ)を貼ります。葉は、それぞれ一枚の色紙で貼ります。花の部分は、 全部一枚で貼ります。葉から貼ると良いと思います。(今回は、ピンクがかって赤にしたのですが、同じ 原画を使って、青の花にすることも出来ます。)　最後にバックの薄い青の画用紙を貼ります。

　乾いたら、寸法を整えます。幅５センチ長さ１５センチにします。実際に栞として活用する場合は、 リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵　　　「ほうずき」＞２００４年９月１日　掲載







[image: pho330]
　今回掲載した「ほうずき」は、あるＣＤに載っていた物を参考して新しくデザインした物であります。 元々の「ほうずき」は、どちらかと言うと横長の物でありました。その物を、パソコンの添付ソフト 「フォトレタッチ」「ペイント」を使い、栞用にデザインしました。(下の写真参照)

例によって、原画をプリンターで印刷して、その原画をホッチキスで止めることから始めます。
　切る順序は、下の実、上の実、葉、余白に切るとよいと思います。

 　「実」の部分の切り方の一例を示します。上の部分の三角形の所を切ってから( ア、イ、ウ),下の部分を切るとよいと思います。
　下の部分は、右(左)から順番に切るとよいと思います(Ａ,Ｂ,Ｃ)。 私はね右手が使えませんから、紙を回しながら切ることが出来ません。それで「Ｃ」の青いところは、 二つに分けて切りました。紙を回しながら切ることが出来る人は、一度で切ると、きれいに切ることが 出来る思います。
　葉は、下から順番に切るとよいと思います。余白は、中側の小さい三角から切り始めて、その周囲を 切るとよいとおもいます。
[image: fig315]

　切れたら、障子紙に絵の具で着色した色紙を貼ります。今回は、「ほうずき」の部分に工夫して います。写真をよく見ると、にじみを生かしていることが分かると思います。
　「ほうずき」の色は、始めに「赤と黄の絵の具をよく混ぜた」物を塗り、その基本の色が乾かない うちに、「薄い黄」で、縞になるように塗りました。

　自作した色紙(いろがみ)を使って、「ほうずき」と「葉」の色をつけます。下から光を当て、切った 物を裏返して置き、色紙をあて、位置を整えて、黒線を鉛筆でなぞって形をとり、それをカッターナイフで 切り取り、水溶き木工ボンドで貼ります。色紙(いろがみ)が貼れたら、全体を薄い青の画用紙で裏打ちし ます。
　全体が乾いたら、寸法を整えます。幅５センチ長さ１５センチにします。実際に栞として活用する 場合は、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵　　　「スズラン」＞２００４年１０月１日　掲載







 [image: pho340]
　今回は、季節が合わないが、「スズラン」を掲載します。原画は、以前作った物をそのまま使っています。

　例によって、原画をプリンターで印刷して、その原画をホッチキスで止めることから始めます。
　今回の「スズラン」は、花の部分が何処にもはりついていないで独立しています。そのため、切る順序が 大切になります。この順序をいい加減にすると、花の部分を切ることが出来なくなってしまいます。
[image: pho335]
　図の様に切ると良いとおもいます、
　花の房の部分が切り終わったら、後は、上から順番に切ります。
　
　切れたら、花の部分は、障子紙そのままを使います。葉の部分は、絵の具で着色した緑を使って貼ります。
　

花と葉が貼れたら、全体を薄い青の画用紙で裏打ちします。
　全体が乾いたら、寸法を整えます。幅５センチ長さ１５センチにします。実際に栞として活用する 場合は、リボンをつけて完成です。
















＜＜　年賀状入れの小箱　＞＞







一部改定して、再掲します
[image: pho403]
空き箱のボール紙を使い、15ｃｍ×15ｃｍの千代紙を使います。
千代紙を一枚だけ使うことにすると、これくらいの箱になります。
[image: fig407]


①　空き箱を切り、平らにする。
　　　ビスケット等の空き箱４つで一つ出来る。

②　その２枚を、水で溶いた木工用ボンドで貼り合わせる。
　　　その時、箱にある折り目は、直角にして置くと良い。
　　　絵がつやつやしている時は、ボンドに混ぜる水を少なくする
　　　Ａ版の表紙なら、３枚を貼り合わせる。

③　ボール紙を所定の寸法に切る。
　　図を参考にする。曲げる所は、カッターナイフで「すじ」を付ける。


④　色画用紙で箱型にする。
　　寸法は、先の図のようにする。
　　組み立て方も、図を参考にする。
　　　少し乾いたら、図を参考に
　　　余分な部分を折り曲げて貼る。
[image: fig408]
⑤　ふたに、千代紙を貼る。
　　　寸法は、先に示した図を参考にする。

⑥　ふたの両端に、「２００５年賀状」と
　　　ワープロで書いた紙を貼る。
　　私は、一方は、「平成十七年賀状」。
　　もう一方は「２００５年賀状」としている。

⑦　ニスを塗り、完成。
　　　ニスの代わりに、水で薄くのばしたボンドを使っている。

　 　こうして出来た「年賀状入れ」は、官制葉書、やく１００枚入る。
















栞用切り絵　＜＜「房咲きスイセン」　＞＞







　今年から、新しくデザインした物を使っています。
[image: pho300]
　まず、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、上から順番に切るようすると良いと思います。ただし、細いところは、周りを切る前に 切ることが必要になります。

　今回の房咲きスイセンは、細い線が多く、初心者には難しいと思います。挑戦したい人には、原画を 送りますので、メールをください。原画は、付属ソフト「ペイント」で作っています。既に印刷した 原画を希望することは、メールで「氏名・住所」を書いてください。そうしたら、黒画用紙にホッチキスで とめた原画を郵送します。(同じ原画を二つを郵送します。)

　切り終わったら、障子紙に色付けした色紙(いろがみ)を貼ります。私は、自作した「切った物と色紙」 をのせる台を利用しています。この台には、裏から照らす電球が取り付けています。だから、色紙を切る 線を鉛筆で書くことが出来ます。
　色紙は、先に花の中にある黄を一度に貼ります。花びらは、一つの花を一度に貼ります。後は、花茎を 貼り、葉を貼ります。 
　色紙がはみ出したところはカッターナイフで切り取ります。そして、薄い緑の画用紙で裏打ちします。 裏打ちした画用紙が乾いたら、５センチ×１５センチに切ります。そして、リボンをつける穴を開けます。 そして、細いリボンをつけるとよいと思います。(リボンの幅は、５ミリ以下がよいと思います。 写真では、リボンは取り付けてありません。)
















栞用切り絵　＜＜「ラッパスイセン」　＞＞２００５年２月１日　掲載







[image: pho301]
　「ラッパスイセン」も、新しくデザインした物です。前回の「房咲きスイセン」と比べて易しいと 思います。

　例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、花から切ると良いと思います。花は二つありますが、どちらからでもよいと思います。 ただ、花は、雌しべ・おしべ・花びらの順番で切るようにすると良いと思います。

　今回のラッパスイセンに挑戦したい人には、原画を送りますので、メールをください。原画は、付属 ソフト「ペイント」で作っています。
　既に印刷した原画を希望することは、メールで「氏名・住所」を書いてください。そうしたら、 黒画用紙にホッチキスでとめた原画と自作色紙を郵送します。(同じ原画を二つを郵送します。郵送の準備 など、多少時間がかかります。)　是非　挑戦してください。

　切り終わったら、障子紙に色付けした色紙(いろがみ)を貼ります。私は、自作した「切った物と色紙」 をのせる台を利用しています。この台には、裏から照らす電球が取り付けています。だから、色紙を切る 線を鉛筆で書くことが出来ます。
　花の雌しべを薄い緑の色紙貼ります。小さいので、私は、片手での作業は楽ではありませんでした。 その後、花を一枚の黄色の色紙で貼ります。もう一つの花も同様に作業を進めました。花茎を薄い緑の紙で 貼りました。葉は、独立した所は、一つずつ貼りましたが、下の方は、一枚の緑色の色紙でを貼りました。 
　色紙がはみ出したところはカッターナイフで切り取ります。そして、普通の画用紙で裏打ちします。 裏打ちした画用紙が乾いたら、５センチ×１５センチに切ります。そして、リボンをつける穴を開けます。 そして、細いリボンをつけるとよいと思います。(リボンの幅は、５ミリ以下がよいと思います。 写真では、リボンは取り付けてありません。)
















栞用切り絵　＜＜「ツバキ」　＞＞２００５年３月１日　掲載







[image: pho302]
　「ツバキ」も、前の物とデザインをかえてあります。そのため、前の物と比べて、少し作業が 難しくなっています。多分、「房咲きスイセン」と「ラッパスイセン」の中間くらいと思います。

　例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、花のおしべの「葯」から切ることがよいとおもいます。次におしべの柱頭を切ります。

はなびらを切ります。後は、上から順番に切るとよいと思います。
　今回の「ツバキ」に挑戦したい人には、原画を送りますので、メールをください。原画は、付属 ソフト「ペイント」で作っています。
　既に印刷した原画を希望することは、メールで「氏名・住所」を書いてください。そうしたら、 黒画用紙にホッチキスでとめた原画と自作色紙を郵送します。(同じ原画を 二つ、郵送します。郵送の準備など、多少時間がかかります。)　是非　挑戦してください。（草野明夫先生はすでに亡くなられたので、このサービスは出来ません。）

　切り終わったら、障子紙に色付けした色紙(いろがみ)を貼ります。
　始めに、花の雌しべの「葯」を黄色の色紙(いろがみ)で貼ります。次に、柱頭を白い紙ではります。次は、 花びらを赤い色紙で貼ります。その場合、全部を、一枚の色紙で貼ります。おしべの部分の重なって貼って しまいます。その後、蕾を貼ります。葉は、一枚ずつ貼りました。 
　色紙がはみ出したところはカッターナイフで切り取ります。そして、薄い青色の画用紙で裏打ちします。 裏打ちした画用紙が乾いたら、５センチ×１５センチに切ります。そして、リボンをつける穴を開けます。 そして、細いリボンをつけるとよいと思います。
















栞用切り絵　＜＜「ツクシ」　＞＞２００５年４月１日　掲載







[image: pho303]
　予定していた「ツクシ」が間に合ったので掲載します。「ツクシ」も以前掲載しましたが、今回掲載した「ツクシ」も新しく デザインした物です。以前の物と比べて、難しくなっています。したがって、初心者の方は、無理かと思います。
　作って見ようという方は、メールを頂けたら、「ツクシ」の原画を送ります。黒画用紙に止めた物を希望する人は、あなたの 「郵便番号住所・氏名」を書いて下さい。

　まず、例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。そうして、切ることを始めます。
　私は、使える手が左手だけですので、紙を持って切ることが出来ません。それで、「リハビリセンター」の時に教えて頂いた方法を 使っています。それは、文鎮で押さえる方法です。紙の向きを変えるときは、いったん文鎮を取り、紙の向きを変えてから、文鎮を置く ということをします。それで、「ツクシ」の「胞子のう」の部分には、大変時間がかかりました。
[image: fig300]
　切る順番は、まず「胞子のう」の部分から始めるとよいと思います。この部分は、大変細かいので注意して切ることが必要です。 うっかり次の所まで切ってしまうと「胞子」が欠けてしまうことも有ります。私も、一枚目は、失敗してしまいました。
　「胞子のう」は、三つありますが、その順番は、どこから始めてもよいと思います。後は、上から順番に切る(図参照　青→緑→薄い青 →赤→ピンク・・・)とよいと思います。

　切り終わりましたら、ホッチキスで止めた原画の紙を取ります。私の場合は、物差しを使用して、その上から錘を置いて、カッター ナイフで切り取る方法を使っています。健常者は、ホッチキスの針をはずすとよいと思います。
　黒い画用紙だけになったら、、障子紙に絵の具で着色して色紙(いろがみ)で、それぞれの部分に貼ります。「色紙(いろがみ)」は、 自分で作ります。そうすると、色が自由に出来ます。

　色紙を貼り終わったら、薄い青の画用紙で裏打ちします。最後に規定(５センチ×１５センチ)の寸法に切ります。そして、リボンを つけて完成です。
















栞用切り絵　＜＜「チューリップ」　＞＞２００５年５月１日　掲載







[image: pho304]
　「チューリップ」も以前掲載しました。今回掲載した「チューリップ」も新しデザインした物です。やはり、以前の物と比べて、 難しくなっています。特に、葉の部分の重なりがあり、色紙(いろがみ)を貼るときが難しくなっています。
　作って見ようという方は、メールを頂けたら、「チューリップ」の原画を送ります。黒画用紙に止めた物を希望する人は、あなたの 「郵便番号住所・氏名」を書いて下さい。郵送しますから、多少時間がかります。
[image: fig301]
　まず、例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、まず「花」の部分から始めるとよいと思います。「花」は、三つありますが、切る順番は、どれからでもよいと思います。
　花が切れたら、花を支えている茎を切ります。後は、「葉」の部分を切ります。この部分は、原則的に「上から下」に作業するとよいと 思います。葉の部分は、破線が多いから、カッターの刃がよく切れる物を使うようにします。(私は、一枚を切れ終わると、刃の交換を しています)

　切り終わったら、原画を取り除き、障子紙に絵の具で着色した色紙(いろがみ)で、それぞれの部分に貼ります。まず、「花」を貼ります。 花が三つあります。三つを同じ色にすることも出来ます。原画は、株を別々するように作っていますから、完成品のように、別々の色に することも出来ます。花は、花びらをそれぞれ区別して貼ることもできますが、今回は、一枚の色紙で貼りました。
　花が終わってら、茎を貼ります。つぎに、「葉」を貼りますが、重なっている葉がありますから、図を参考にして貼ります。 (青→赤→(黄))　重なりがない葉(黒)は、いつ貼ってもよいでしょう。葉も一枚を一つの色紙で貼ります。

　色紙を貼り終わったら、薄い青の画用紙で裏打ちします。最後に規定(５センチ×１５センチ)の寸法に切ります。そして、リボンを つけて完成です。
















栞用切り絵　＜＜「ツユクサ」　＞＞２００５年６月１日　掲載







[image: pho305]
　「ツユクサ」は新しくデザインしたものです。葯など細かいところがありますから、やや難しいと思います。

　作って見ようという方は、メールを頂けたら、「ツユクサ」の原画を送ります。黒画用紙に止めた物を希望する人は、あなたの 「郵便番号・住所・氏名」を書いて下さい。そうしたら、郵送します。郵送には、多少時間がかります。
[image: fig302]
　まず、例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、葯の部分を切ります。葯を切るときは、細いので注意して切ります。少しでも長く切ると、切れてしまいます。 葯の部分は、３グループあります。その順番は、との部分からでもよいと思います。
　後は、上から下に切ると良いと思います(図参照・・黄→水色→薄い緑→紫→青かがった緑→緑)。

　切り終わったら、原画を取り除き、障子紙に絵の具で着色した色紙(いろがみ)で、それぞれの部分に貼ります。貼る順番は、 細かい葯の部分を貼り、花びら、葉の順番に切ると良いと思います。

　色紙(いろがみ)を貼り終わったら、薄い青の画用紙で裏打ちします。最後に規定(５センチ×１５センチ)の寸法に切ります。そして、 リボンをつけて完成です。
















栞用切り絵　＜＜「バラ」　＞＞２００５年７月１日　掲載







[image: pho306]
　予定通り「バラ」を掲載します。「バラ」も新しくデザインした物です。写真の物は、「葉柄」が緑の 色紙で貼っていますが、葉柄を全部黒にしても良いと思います（図参照）。元のままでは、葉柄の部分を 切ることが難しくなると思います。

　作って見ようという方は、メールを頂けたら、「バラ」の原画を送ります。黒画用紙に止めた物を希望 する人は、あなたの「郵便番号・住所・氏名」を書いて下さい。そうしたら、郵送します。郵送には、 多少時間がかります。
[image: fig303]
　まず、例によって、デザインした物を印刷します。印刷した物を黒画用紙にホッチキスでとめます。
　切る順番は、上から順番に切るとよいと思います。「葉柄」の部分を緑色の色紙で貼ることにしている 人は、「葉柄」の部分は、特に気をつけて切ってください。私は、葉柄の部分を切るとき、一部を切り 抜いてしまいました。（後から、細く切った黒画用紙で補修をしました。）

　切り終わったら、原画を取り除き、障子紙に絵の具で着色した色紙(いろがみ)で、それぞれの部分に 貼ります。貼る順番は、「花→がくの部分→葉柄→茎→葉」の順番にすると良いと思います。花は 一枚の色紙で貼りました。「葉」の部分も一枚の葉は、一枚の色紙で貼りました。「がく・葉柄・茎」の 部分と「葉」の部分とは、少し色の違った緑の色紙で貼りました。

　色紙(いろがみ)を貼り終わったら、薄い青の画用紙で裏打ちします。最後に規定(５センチ×１５センチ) の寸法に切ります。そして、リボンをつけて完成です。
















 ＜「しおり」用の切り絵　　　「ほうずき」＞　２００５年８月１日　再掲載







[image: pho330]
　今回掲載した「ほうずき」は、あるＣＤに載っていた物を参考して新しくデザインした物であります。 元々の「ほうずき」は、どちらかと言うと横長の物でありました。その物を、パソコンの添付ソフト 「フォトレタッチ」「ペイント」を使い、栞用にデザインしました。(下の写真参照)

例によって、原画をプリンターで印刷して、その原画をホッチキスで止めることから始めます。
　切る順序は、下の実、上の実、葉、余白に切るとよいと思います。

 [image: fig315]
　「実」の部分の切り方の一例を示します。上の部分の三角形の所を切ってから( ア、イ、ウ),下の部分を切るとよいと思います。
　下の部分は、右(左)から順番に切るとよいと思います(Ａ,Ｂ,Ｃ)。 私はね右手が使えませんから、紙を回しながら切ることが出来ません。それで「Ｃ」の青いところは、 二つに分けて切りました。紙を回しながら切ることが出来る人は、一度で切ると、きれいに切ることが 出来る思います。
　葉は、下から順番に切るとよいと思います。余白は、中側の小さい三角から切り始めて、その周囲を 切るとよいとおもいます。
[image: pho335]
　切れたら、障子紙に絵の具で着色した色紙を貼ります。今回は、「ほうずき」の部分に工夫して います。写真をよく見ると、にじみを生かしていることが分かると思います。
　「ほうずき」の色は、始めに「赤と黄の絵の具をよく混ぜた」物を塗り、その基本の色が乾かない うちに、「薄い黄」で、縞になるように塗りました。

　自作した色紙(いろがみ)を使って、「ほうずき」と「葉」の色をつけます。下から光を当て、切った 物を裏返して置き、色紙をあて、位置を整えて、黒線を鉛筆でなぞって形をとり、それをカッターナイフで 切り取り、水溶き木工ボンドで貼ります。色紙(いろがみ)が貼れたら、全体を薄い青の画用紙で裏打ちし ます。
　全体が乾いたら、寸法を整えます。幅５センチ長さ１５センチにします。実際に栞として活用する 場合は、リボンをつけて完成です。
















 ＜「しおり」用の切り絵　　　「キキョウ」＞　２００５年９月１日　再掲載







[image: pho340]
　今回掲載した「キキョウ」は、今までには、取り上げない物であります。当然、新しくデザインした 物であまります。元の絵は、ＣＤに有ったが大変小さい物でした。だから、私が新しくデザインした と言ってもよい程でした。線が大変細いから、初心者には無理と思います。

　例によって、デザインして物をプリンタで印刷しました。そして印刷した物(原画)を黒画用紙に ホッチキスで止めます。
　切る順序は、花・蕾・葉と茎の順番がいいとおもいます。
まず、花の葯を切ります。後は、上から順番に切ります。線が細い所は、 慎重に切ります。今回は、具体的の切り方には、触れませんが、ただ慎重に切る ことだけです。

　切り終わったら、原画を印刷した紙をはずして、障子紙に絵の具で着色した色紙を裏から貼ります。 色紙を作るとき、ある程度広い所を貼る色紙は、ぼかしを入れて作ると、完成した「切り絵」に 味がでます。今回は、花を貼るときの「紫色」に適用しています。
[image: pho345]
　色紙を貼るときは、自作(病気の後で、木を基本に作りました。中には、電球が入っています。) の道具を使い、下から光を当てて、鉛筆で、色紙を貼りたい部分を、なぞります。なぞった物を細工用 カーターナイフで切り、貼ります。私は、左手しか使えないので、直接木工ボンドをつけて貼ることが 出来ないので、筆を使います。筆はすごく細い筆と、太い筆を使います。
　まず葯の部分を黄色の色紙で貼ります。それから、花の部分を紫色の色紙で貼ります。花は、花びら 一枚づつ貼るのでなく、花ひとつを一枚の色紙で貼りました。それから、茎を貼ります。茎は、短く なっているから、それぞれの物を貼りました。それで、一番時間がかかりました。葉は、小さい物が たくさんありますが、茎とは少し色が違う緑の色紙でまとめて貼りました。

　色紙(いろがみ)が貼れたら、全体を画用紙で裏打ちします。裏打ちしないと、すぐに折れ曲がって しまいます。
　乾いたら、寸法を整えます。幅５センチ長さ１５センチにします。実際に栞として活用する 場合は、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方・初歩＞２００５年10月１日　再掲載







　今回から、「しおり」用の切り絵の作り方を記載します。絵は、 既に掲載したことのある「カーネーション」の一部修正した物を使っています。
[image: pho351]
　道具は、細工用カッターナイフ・定規・ 普通のカッターナイフ・文鎮(健常者は 要らない)や相当な重さのある錘(健常者は要らない)・ カッター板・一穴用パンチ・ 筆を用意します。
　細工用カッターナイフは、私は オルハの物を使っています。刃の角度は、４５度と３０度の物がありますが、３０度の方が使いやすいと 思います。
　材料として、デザインした用紙・黒画用紙 ・自作した色紙(いろがみ)・リボンが 必要です。

　まず原画をプリンターで印刷します。私は、Ｂ４の用紙に。原画を一枚に４つ印刷します、それを、 普通のカッターで切ります。私は片手しか使えないので、大きい錘を二つ使って定規を押さえて切ります。
　Ｂ４の黒画用紙も、同様な方法で、八つに切ります。切った原画を切った黒画用紙をホッチキスで 止めます。その方法は、重ねた紙を、文鎮で押さえて、端を机の天板より少し出して、ホッチキスで 止める方法を使っています。普通は、ホッチキスで止めるのは、左右に３つ(合計６個)ずつ 止めます。

　切るときは、一つの曲線(直線)は続けて切ります。途中で切ることをやめて、再度切ると、切り口が 汚くなってしまうことが多くなります。だから、一つの線は、一気に切ります。
[image: pho353]
　今回は、「カーネーション」を作ります。版画でいうと「陰刻」ですから、簡単に切ることが出来ると 思います。私は、左手しか使えないので、切るときは、 文鎮を使って切る用紙を固定して、切ります。この方法は、一回毎に、文鎮を取り、用紙の切る 方向を決めて、改めて文鎮を置くということを繰り返すから時間がかかります。健常者も左手(右手)で、 切る方向に用紙を合わせ、切ります。
　切る順番は、上から下に切ります。始めに花びらの少し複雑なところを切ることになります。図１を参考にして ください。図１は、花びらを拡大しています。この場合は、全部で１１の線に分けて切ります。花びらの 上の線は、赤→薄い青→黄→薄い緑→紫→緑の順番に切るとよいと思います。下の線も同様に切ります。 花以外は、簡単に切ることが出来ると思います。
[image: pho352]
　切り終わったら、ホッチキスの針をはずして、黒画用紙だけにします。私は、針をはずすことは困難 なので、定規を置き(大きな錘を使用して)普通のカッターナイフで切ります。

　今度は、色紙(いろがみ)を貼ります。この作業には、裏から光を当てることが必要です。両手が使える 人は、窓ガラスを利用すると簡単です。片手しが使えない人(私も)は、道具が必要になります。一番簡単 な道具として写真のフィルムを乗せて点検する道具があります。しかし、この道具は、値段がかかります から、一般的ではありません。
　私は、始めは、窓ガラスを利用していました。両手が使えないのにと・・・。 切り終った原画の上の端にセロハンテープを貼った物をガラスに貼り、下にセロハンテープを貼るという 方法で固定していました。そこへ、色紙の上部にセロハンテープで固定する方法を使っていました。しかし、 この方法では、時間がすごくかかかってしまいました。そこで、自作器具(写真参照)を使っています。
[image: pho352]
　今回は、花の部分とその他の部分の２種類の色紙が要ります。私は、障子紙に絵の具で色を つけています。その場合に、薄い水解き木工ボンドで絵の具を解くと、 色がほかの所に着くことを防ぎます。
　花の部分は、ピンクにします。色紙を作るときに、全部を塗ったら、少し濃い(薄い)色で細い線を描くと ボカシが出て、味わいが出ます(今回は、使っていません)。その他は、少し青がかった緑の色紙を使って います。ボカシを使うと良いと思います(今回は、使っていません)。
　色紙を貼るときは、先に色紙を指定の形や大きさの切ります。このとき、前述の器具が必要です。まず、 原画を「裏返し」にして、器具に置きます。そこへ、色紙を「裏返し」にして重ねます。そして、鉛筆で 線を描きます。(図２参照)その線に従って色紙を切ります。花の部分は、「花びら」一つでは無く、 花一つをまとめて貼ります。花三つが貼れたら、残りの部分は、全部一つとして貼ります。貼るときは、 水解き木工ボンドを筆につけて貼ります。

　色紙を貼ったら、画用紙で裏打ちします。裏打ちしないと、弱い栞になつてしまいます。裏打ちした物が 乾いたら、５センチ×１５センチに切ります。最後に一穴用パンチで穴を 開けて、リボンをつけて完成。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方・初歩＞２００５年１２月１日　再掲載







[image: pho370]
　今回は、「ツバキ」を作ります。「ツバキ」も一度掲載した物です。今回の「ツバキ」は、白黒でも 使えるようにデザインしていますから、白黒のままとしました。
[image: fig375]
 　まずプリンターで、パソコンの付属ソフト「ペイント」で作った原画を印刷します。「ツバキ」の原画は、 ５センチ×１５センチの物です。その原画をＡ５相当の画面に二つ並べて物を保存しています。Ａ４の紙に、 原画を４枚印刷します(二つを二回に)。その原画を切り分けます。黒画用紙を８つに切り分けます。そして、 黒画用紙に原画をホッチキスで止めます。ホッチキスで止めるとき、出来るだけ端を止めるようにします。 私は、長辺に対して３つ止めます。 （自作したい方は、原画を黒画用紙に止めた物を郵便で送ります。「郵便番号・住所・氏名」を メールで送って下さい。

　切るときは、葯の周りは、少し難しいが、後は、上から順番に切るとよいと思います。小さいところは 先に切るとよいと思います。余白は、後しにます。。
　葯の部分は、図を参照して切るとよいです。図を少し説明します。まず、葯の付け根のほうから、 赤・青の線を順番に切ります。その際、 葯の長さより少し長く切るとよい。そして、全部の葯をきたら、葯の長さに切ります( 緑の線)と失敗無く切ることが出来ます。
　黄色の線の所を切ると葯の部分はほぼ完成です。今度は、葯の上の小さい楕円形を切ります(上と下の部分を切る)。
そして、花びらの内側を切ります。
　葯のある花を切り終わったら、後は、上から切るとよいと思います。だから、蕾から切ることになりなす。

切り終わったら、ホッチキスをはずします。
カラーの栞なら、ここで、自作の色紙を貼るのですが、今回は、 カラー化はしない計画ですから、すぐに、白い画用紙で裏打ちします。
　裏打ちした場所のボンドが乾いたら、５センチ×１５センチに整えます。
　最後に、リボンを付けて、お仕舞いです。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方・初歩＞「ツクシ」(白黒)２００６年１月１日　掲載







　今回は、「ツクシ」を作ります。
[image: pho301]
　まずプリンターで、パソコンの付属ソフト「ペイント」で作った原画を印刷します。そして、 黒画用紙に原画をホッチキスで止めます。ホッチキスで止めるとき、出来るだけ端を止めるようにします。 私は、長辺に対して３つ止めます。 （自作したい方は、原画を黒画用紙に止めた物を郵便で送ります。「郵便番号・住所・氏名」を メールで送って下さい。)
[image: pho300]
　切る時は、難しいところは無いんですが、気をつけ無いところが、胞子のう の所です。
　小さい四角が一杯並んでいますから、うっかり長く切り過ぎると、 隣の四角と繋がってしまいます。細工用カッターをなるべく 直角にして、切るとよいと思います。一つを確実に切り取ったら、次の四角に移りますことが大切と 思います。
　全体は、上から順番に切ると良いと思います。従って、胞子のうの所から切ることになります(図の ア)。胞子のうは、三ヶ所あります。胞子のうが切れたら、草の上に なっている部分の軸なとを切るとよいと思います。軸(イ)・ハカマ( ウエ)が切れたら、余白(空の部分ＡＢＣ) を切ります。
　後は、上から順番に切ると良いと思います。
　

　切り終わったら、ホッチキスをはずします。
　白い画用紙で裏打ちします。裏打ちした場所のボンドが乾いたら、５センチ×１５センチに整えます。
　最後に、リボンを付けて、お仕舞いです。
















 ＜「しおり」用の切り絵の作り方・初歩＞「チューリップ」２００６年２月１日　掲載







[image: pho360]
　「チューリップ」は、既にホームページに掲載したことがありますが、今回の「チューリップ」は、 「切り絵の作り方・初歩」シリーズの為にデザインした物です。

　今回の目的は、黒白のままではなく、色紙を貼ったカラー栞を作ること です。従って、切ることは、最小にしています。
　デザインは、パソコンに添付ソフトの「ペイント」などを使って作ります。今回は、あるソフトに出て いた「チューリップ」の絵があったので、その絵を基にして、デザインしました。この絵は、葉が２枚で、 花が１本だけ出来ていました。それで、初歩シリーズには、最適たと思いました。
[image: fig300]
　まずプリンターで、パソコンの付属ソフト「ペイント」で作った原画を印刷します。そして、 黒画用紙に原画をホッチキスで止めます。ホッチキスで止めるとき、出来るだけ端を止めるようにします。 私は、長辺に対して３つ止めます。 

 　切る時は、花弁から切っていきます（図参照）。花弁が切れたら、花の茎を切り、葉を切ります。 葉は、長い曲線があります。両手を使える健常者は、原画の線に沿って、出来だけ平行になるように、 原画を廻して切るとよいと思います。しかし、私は左手だけですから、錘で原画を固定して切ります、 だか、２・３箇所分けて切ります。 最後に、余白の部分を切り取ります。
　切り終わったら、ホッチキスをはずします。

　今回は、色紙（いろがみ）を貼ることを重点にします。花や葉は、それぞれ、濃淡がある色紙で貼ること を考えています。それで、障子紙に「絵の具」で濃淡が出来るように色を塗ります。絵の具は、水で溶く ことは、当たり前ですが、水溶きボンドを少し混ぜます。そうすると、 貼る色紙（いろがみ）のにじみを防止することが出来ます。
　花は、一枚の濃淡のあるピンクの色紙で貼ります。まず、切った用紙を裏返しにして、色紙も裏返しに して、光が通る器具（シリーズ１参照）を使って、自分の好みに従って位置を決めて、鉛筆で切り取る線を 書きます。そして、細工用カッターナイフで切り取ります。裏返した用紙の花の部分に水溶きボンドを筆で 塗ります。そこへ、切り取って色紙の鉛筆の線が見えるように貼ります。
　葉は、２枚あります。どちらの葉から、貼ることにしても良いと思います。要領は、花と同じです。 残った緑の色紙で、花の茎を貼ります。
　最後に、薄い青の画用紙で裏打ちします。裏返した用紙の方に水溶きポンドを塗り、そこに青い画用紙を 置きます。青い画用紙を置いたら、直ぐに表にして、しっかりとポンドでつけるようにします。はみ出した 水溶きボンドがあったら、ふき取ってください。私の場合は、この段階でも、錘で押さえます。 裏打ちした場所のボンドが乾いたら、５センチ×１５センチに整えます。
　最後に、リボンを付けて、お仕舞いです。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方・初歩＞







「ツバキ(カラー)」３月１日掲載　（1999年1月1日に掲載物が元になっている。）
　　　　　　　　完成した物は、まだスキャナーが無かったのでデジカメで撮っている。
[image: pho45]

①　まず「つばきの型紙」を黒画用紙にホッチキスでとめる。
　　　私は、一度鉛筆がきの原図を書き、それを切って「型紙」にしている。
②　切り絵は、原則的に、「中から外に」「細かい所から」切る。
　　切り絵で使うカッターは、NTのＤ型（細工用カッター）の物を使っている。
③　「つばき」の場合は、まず、「葯」から切る。図１
　　　次に、「はなびら」を切る。図２
　　　もう一つの花を切る。図３
　　　次に、つぼみを切る。図４
　　　　　「葉脈」を切る。
　　　中側から、輪郭を切る（余白を切る）。[image: fig47]

④　切り終わった、型紙のホッチキスを外す。

⑤　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように「色紙」を作る。
　その際、ボンドを混ぜて置くと、色が他の所につく事を防ぎます。
　　「つばき」の場合は、「黄色」「赤色」「緑色」を作ります。　図５
　　「赤色」は、わざと色むらを出して置くと良いと思います。

⑥　切り終わったシオリを裏返しにして、「色紙」も裏返し輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、水で薄めたボンドでを貼る。
　　　葯、花びら（上の花は、花びらごとに。下の花は一つで。つぼみも一つ）、
　　葉脈の順番に貼る。

⑦　バックの色画用紙を貼る。出来あがったシオリの裏に、水で薄くした
　　ボンドを薄く塗り、それをバックにしたい色紙を置いて貼る。
　　この時、はみ出したボンドは、かならず拭き取っておく。
　　そうしないと、後でボンドのしみが残ってしまう。
　　写真の場合は、バックとして「黄」と「薄い緑」を貼っています。
　　バックの色によって感じが変わります。
[image: fig48]

⑧　乾いたら、５０mm×１３５～１５０mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。

　　初歩は、これで終わりです。新しい物ができたら、掲載します。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「クロユリ」４月１日掲載







[image: pho380]
　この号から、予告したように難しい物も掲載していきます。
　早速、難しい「クロユリ」を掲載します。細い線をいっぱい使っていますから、 切る所が難しいと思います。それに伴い色紙を切って貼ることも難しくなっています。

　この「クロユリ」の元は、家内が知人にもらったお土産の包み紙に描かれていた物です。 それをスキャナーで撮り、加工したものです。この包み紙には、数枚の絵が描かれています。 栞用に適した物が他にもありました。それで、出来たら、次号も「この包み紙」の絵を取り上げたいと 思います。
[image: fig380]
　いつもの通り、「クロユリ」の原画をプリンターで印刷して、黒画用紙にホッチキスで止めます。
　切り方は、花から切ります。一番始めに、「雌しべ」を切ります。そして、上から順に「花びら」を切り ます。後は、葉などを、上から順番に切るとよいと思います。ひとかたまりの葉と茎を切るときは、中から 切るとよいと思います。 (図参照)　図の右側にある説明には、注意してください。細い線を切るときは、細い線が完成したら、 他の線を切るようします。

　切れたら、原画を外し、色紙を貼ります。まず、雌しべを黄色の色紙で貼ります。つぎに、花びらを 貼ります。花びらは、一枚ずつ貼ってもよいのですが、今回は、全部を一枚で貼りました。
　次は、葉を貼ります。葉は、各一枚ずつ貼ります。最後に、茎を貼ります。
　色紙を貼るときは、まず、切り終わったものを裏返して、光を通す器具の上にのせて、輪郭を鉛筆で 描きます。線が細いので、輪郭を描くときに注意して描くことが大切です。輪郭を細工用カッターナイフで 切り取ります。この時も、輪郭に忠実に切り取ることが大切です。そうして、水解き木工用ボンドを筆に つけて貼ります。
　色紙を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ×５センチ）に します。写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「リンドウ」　　　５月１日掲載







[image: pho335]
　前号より、難しい「リンドウ」を掲載します。花は比較的優しいのですが。葉が複雑に なっていて、線も細い物です。だから難しいと思います。一度、難しい物に挑戦したいと いう人は、「住所・郵便番号・氏名」を書いてメールをくださると、「黒画用紙に止めた 原画・色紙・バックして貼る紙」を送ります。
　前回書いたように「みやげ物の包み紙」を元にして原画を作りました。
　私は、絵をスキャナーで撮って、その絵を、パソコン付属ソフト「ペイント」で加工 して、原画を作っています(図参照・・修正は、途中ので)。原画のみ希望する人には、 メールで送りたいと思いす。
　いつものように、原画をプリンターで印刷します。印刷は、Ａ４の紙に原画が４個 つながっていますから、一個ずつに切って(私は、鋏で切ることが出来ないから、カッ ターナイフで切ります)、黒画用紙(Ａ４の画用紙を４×２に分けた物)にホッチキスで 止めます。
[image: pho330]
　切るときは、原則的に上から下に切るとよいと思います。ただし、同じところにある 所は、中から左右に切るとよいと思います。ただ、切る順番を図示することは、複雑に なるので省略します。前回のものを参考にしてください。
　切れたら、止めたホッチキスをとって、自作の色紙を貼ります。自作の色紙(いろが み)を作り方は、既に掲載した物を参考にしてください。今回は、花も花びら花びらごとに 貼ります。 それは、色むらを活かしようとしたかっからです。
　色紙を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ ×５センチ）に します。写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「フシグロセンノウ」　　　６月１日掲載







[image: pho325]
　今回もお土産の包み紙に出ていた「フシグロセンノウ」を掲載します。茎が細い線に なっています。この茎を切るときは、カーターナイフの刃が新しい物を使わないと失敗して しまうこともあります。
一度、難しい物に挑戦したいという人は、「住所・郵便番号・氏名」を書いてメールをくださると、 「黒画用紙に止めた原画・自作の色紙（いろがみ）・バックして貼る紙」を送ります。
[image: fig320]
　私は、包装紙の絵をスキャナーで撮って、その絵を、パソコン付属ソフト「ペイント」で加工 して、原画を作っています。
　いつものように、原画をプリンターで印刷します。原画は、Ａ４の紙に原画が４個 繋がっていますから、一個ずつに切って(私は、鋏で切ることが出来ないから、カッ ターナイフで切ります)、黒画用紙(Ｂ４の画用紙を４×２に分けた物)にホッチキスで 止めます。

　切るときは、原則的に上から下に切るとよいと思います。切る順番を図示することは、複雑に なるので省略します。ただ、茎が二股になる所だけ、図示します（赤→ 青→黄→緑 →ピンク）

　切れたら、止めたホッチキスをとって、自作の色紙(いろがみ)を貼ります。自作の色紙(いろが み)の作り方は、既に掲載した物を参考にしてください。今回は、花は、２から３の花びらを分けて 貼ります。それは、色むらを活かしようとしたかったからです。
　色紙を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ ×５センチ）に します。写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「イワカガミ」　　　７月１日掲載







[image: pho310]
　今回もお土産の包み紙に出ていた「イワカガミ」を掲載します。今回は、花の所がやや難しいが、 易しい物です。
「イワカガミ」を作って人は、「住所・郵便番号・氏名」を書いてメールをくださると、 「黒画用紙に止めた原画・自作の色紙（いろがみ）・バックして貼る紙」を送ります。
[image: fig310]
　私は、包装紙の絵をスキャナーで撮って、その絵を、パソコン付属ソフト「ペイント」などで加工 して、原画を作っています。
　いつものように、原画をプリンターで印刷します。原画は、Ａ４の紙に原画が４個 繋がっていますから、一個ずつに切って(私は、鋏で切ることが出来ないから、カッ ターナイフで切ります)、黒画用紙(Ｂ４の画用紙を４×２に分けた物)にホッチキスで 止めます。

　切るときは、花→葉→余白の順番に切るとよい。花の波線のような所は、注意して切ることが大切です。
　切れたら、止めたホッチキスをとって、自作の色紙(いろがみ)を貼ります。自作の色紙(いろが み)の作り方は、既に掲載した物を参考にしてください。色紙(いろがみ)を作るとき、濃淡が出来るようにください。
花は、花びら毎に貼ります。葉は一枚毎に貼ります。
　色紙（いろがみ）を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ ×５センチ）にします。
　写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「カーネーション」　　　８月１日掲載







[image: pho350][image: pho311]
　今回は、２００５年１０月１日に掲載した「カーネーション」を少し手直しした物を掲載します。
　どこが変っているか、写真を良く見てください。どこが変っているか分かりますか。
　花は、変りません。花茎も変りませんね。しかし、葉は、少し変っています。 以前の物は、「カーネーション」の葉が一箇所に二つずつついていますが、一部は一箇所の葉が一つに なっていました。それで、その間違いを直しました。修正は、パソコン付属ソフト「ペイント」でしました。

　いつものように、原画をプリンターで印刷します。原画は、Ａ４の紙に原画が４個 繋がっていますから、一個ずつに切って(私は、鋏で切ることが出来ないから、カッ ターナイフで切ります)、黒画用紙(Ｂ４の画用紙を４×２に分けた物)にホッチキスで 止めます。

　切ることは、２００５年１０月１日の方を参考にしてください(このページにある「カーネーション」をみて・・・)。
　切れたら、止めたホッチキスをとって、自作の色紙(いろがみ)を貼ります。(こちらも２００５年１０月１日の物を参考にしてください)
　色紙（いろがみ）を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ ×５センチ）にします。
　写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。
















＜「しおり」用の切り絵の作り方＞「ニッコウキスゲ」　　　９月１日掲載







[image: pho390]
　今回は、「宮子のページ」の８月１５日に掲載された「ニッコウキスゲ」の写真(下の写真参照)を元に 切り絵にしました。
　原画は、「クロユリ」・「イワカガミ」などと同じ方法で作りました。概略は、下の通りです。
[image: pho392]

　この「ニッコウキスゲ」は、細い線がところどころにあるので、少し難しいと思います。この切り絵に 挑戦してみたい人には、黒画用紙に止めた原画などを郵送しますから、メールで「郵便番号・住所・氏名」を 書いて申し込みをください。準備の時間がかかりますことをご承知ください。送料などは、無料です。
[image: pho391]

　切り方は、花の葯(やく)の部分を切ることから始めます。切る場所が非常に狭い所もあります。注意して 作業を進めていかないと失敗します。
　花が切り終わると、花茎を切ります。花茎は２本あります。中側の花茎を先にします。外側のものは、 長いので良く切れるカーターナイフがないとうまく切り取ることができません。その花茎は、 花びらで２つに分かれています。別々に切ります。
　次に、つぼみを切ります。下のつぼみは、いくつのつぼみがあります。それで、私は、外側のつぼみから 切りました。
　最後に、余白を切ります。中側の花茎と外側の花茎の間は、良く切れるカーターナイフを使って下さい。
　次に、色紙（いろがみ）を作ります。花びらとつぼみを貼る色紙は、にじみを使っています。まず黄色の 絵の具を全面に塗ります。乾ききる前に、花びら用の物は、ごく薄い赤の絵の具を塗ります。この赤の絵の 具はわざとむら出るよう塗ります。出来上がった切り絵の写真を良く見ると分かると思います。
　つぼみ用色紙は、黄色を全面に塗り、薄い緑色を塗ります。にじみを生かせるよう作ります。
　出来たら色紙を貼ります。花は花びらひとに貼ります。つぼみも１個つづ貼ります。
　 　色紙（いろがみ）を貼ったら、薄い青色の画用紙で裏打ちします。乾いたら、規定の寸法（１５センチ ×５センチ）にします。
　写真では、リボンがつけてないのですが、実用にするには、リボンをつけて完成です。

追伸　つぶみは、始めは、中に３本の線を残す予定の原画を作ってみたが、線が切れてしまったので、原画を 作り直し、１本にしました。葯は、花びらとほとんど同じ色だったので、色を生かすと、線が極めて細い線に なっていまうので私の力では不可能でした。
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